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１．適用範囲 

   総点検実施要領（案）【道路トンネル編】（以下、「本要領（案）」という。） 

は、道路法（昭和２７年法律第180号）第３条に規定する道路における道路トン

ネルの点検に適用する。 

なお、本要領（案）は、第三者被害の影響が大きいと想定される幹線道路を主

として適用するが、その他の道路にも準用できる。 

  また、本要領（案）は、主として市町村が総点検を実施する際の参考として作

成したものであり、各道路管理者が別の点検要領などにより本要領（案）の点検

内容を越えての点検等を実施することを妨げるものではない。 

    

２．点検の目的 

第三者被害を防止する観点からトンネル本体工の変状、道路附属物等の取付

け状態等の異常を把握するための点検を実施するものであり、あわせてたたき

落としや、締直しによる応急的な措置を行うことを目的とする。 

 

３．点検対象 

表－１に示すトンネル本体工及び道路附属物等を対象とする。なお、表－１

に示すもののほか、現地状況により第三者被害発生の恐れがあるものについて

は、点検対象に適宜追加すること。 

 

表－１ 点検対象箇所 

区  分 点 検 対 象 箇 所 

トンネル本体工 ・覆工（吹付けコンクリート仕上げの場合を含む） 

・坑門 

・内装板 

・天井板（吊り金具、固定金具、固定部付近および台座部

の覆工コンクリートを含む） 

・路面、路肩および排水施設  等 

道路附属物等 下記トンネル内の附属物の本体、取付け金具類（吊り金具、

ターンバックル、固定金具、アンカーボルト・ナット、継

手）、固定部付近の覆工コンクリートを含む 

・照明 

・標識 

・ジェットファン 

・警報表示板 

・吸音板 

・ケーブル類   等 
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４．点検方法 

巻末表－１に示すように点検対象箇所に応じ、近接目視点検、打音検査、触

診により変状や異常の有無を確認する。 

 

 

５．変状・異常箇所の判定と記録 

以下の判定を実施し、指定の様式に記録する。 

 

１）判定区分 

表－２のうち、第三者被害の可能性がある本体工の変状と附属物の異常の

抽出、ならびにその状況がわかる写真を撮影し、写真番号とともに状況を点

検記録表に記録する。 

 

表－２ 定期点検結果の判定区分の目安 

（トンネル本体工、道路附属物等共通） 

判定区分 判定の内容 

× 変状・異常あり 
本体工の変状や附属物の取付け等の異常がある

場合。 

○ 変状・異常なし 
本体工の変状や附属物の取付け等の異常がない

か、あっても軽微な場合。 

   ＜参考＞ 

表－２に示す「変状・異常あり」については、巻末表－２に点検箇所、変

状・異常の種類毎の判定基準を示す。 

なお、本要領（案）での○及び×の判定区分と既存の点検要領の対比を参

考表－１に示す。 

 

 

参考表－１ 既存の点検要領の判定区分との対比 
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２）記録様式 

点検結果を様式－Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに記録する（記録様式は本要領（案）の

巻末に添付する）。 

記録は次回点検時に活用できるよう保管する。 

 

    ※各様式において、トンネルごとの起点及び終点の緯度・経度を世界測地

系で０．１″単位まで記載することとする。 
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６．総点検の実施フロー 

総点検の実施フローを図－１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 総点検の実施フロー 

 

   ※１ 近接目視点検、打音検査、触診により「変状・異常あり」となった場

合は、必要に応じ、たたき落とし、締直しの措置を行い、措置前後の

判定区分をそれぞれ様式－Ｃに記録する。また、たたき落とし、締直

しが不要の場合は、「－」を記入する。 

   ※２ 判定①は、「たたき落とし、締直し前」の判定、判定②は、「たたき落

とし、締直し後」の判定をいう。記入方法は点検結果の記録様式－Ｃ

を参照する。 

※３ 変状・異常の原因が不明な場合は、専門家の助言を受けることが望ま

しい。 
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留意事項 

 ①トンネル本体工の点検の省略 

「道路トンネル定期点検要領（案） 平成 14 年 4 月 国土交通省道路局

国道課」及びこれに準じる点検基準に基づき、トンネル本体工の点検を継続

的に実施しており、点検記録が確認できるトンネルは、トンネル本体工の点

検を省略することができる。 

また、天井板を有するトンネルで、「トンネル天井板の緊急点検について

平成 24 年 12 月 3日 事務連絡」により点検を実施したトンネルは、天井板

の点検を省略することができる。 

 

②トンネル内の道路附属物等の点検の省略 

今年度に「トンネル内の道路附属物等の一斉点検について 平成 24年 12

月 7 日 事務連絡」により点検を実施したトンネルの道路附属物等のうち、

点検済みの附属物は、点検を省略することができる。 

 

 ③道路占用物件が存在する場合について 

トンネル内に占用物件が存在する場合は、道路管理者は占用者に対し、点

検を実施するよう要請することとする。 

 

 ④緊急性を要する変状・異常について 

点検時に緊急性を要する変状・異常を確認した場合は、速やかに緊急措置

を講じるものとする。 

 

⑤他施設における点検との連携について 

点検にあたって、他施設の点検結果を活用するなど、連携を図ることが望

ましい。 
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巻末表－１ 点検箇所毎の点検方法の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※煉瓦、石造り、素掘りトンネルの場合は、本要領（案）を踏まえ、現地状況に応

じて点検を実施すること。 
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巻末表－２ 点検結果の判定基準一覧表（１／４） 

 

本要領（案）において判定区分×となる変状・異常を下表に示す。 

なお、判定区分内のａ、ｂは、それぞれ「道路トンネル定期点検要領（案） 平

成 14年 4月 国土交通省道路局国道課」に記載されている、「判定区分Ａ」、「判定

区分Ｂ」相当を指す。 
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巻末表－２ 点検結果の判定基準一覧表（２／４） 

 

 本要領（案）において判定区分×となる変状・異常を下表に示す。 

なお、判定区分内のａ、ｂは、それぞれ「道路トンネル定期点検要領（案） 平

成 14年 4月 国土交通省道路局国道課」に記載されている、「判定区分Ａ」、「判定

区分Ｂ」相当を指す。 
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巻末表－２ 点検結果の判定基準一覧表（３／４） 

 

 本要領（案）において判定区分×となる変状・異常を下表に示す。 

なお、判定区分内のａ、ｂ、ｃは、それぞれ「保全点検要領（構造物編） 平成

24年 4月 東・中・西日本高速道路株式会社」に記載されている、「判定区分AA」、

「判定区分A1～A2」、「判定区分Ｂ」相当を指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻末表－２ 点検結果の判定基準一覧表（４／４） 

 

 本要領（案）において判定区分×となる変状・異常を下表に示す。 

なお、判定区分内のａ、ｂは、それぞれ「附属物（標識、照明施設等）の点検要

領（案） 平成22年 12月 国土交通省道路局 国道・防災課」に記載されている、

「判定区分Ⅲ」、「判定区分Ⅱ」相当を指す。 
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点検結果の記録様式 
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